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高等学校の数学・理科にわたる探究的科目の在り方に 

関する特別チームにおける審議の取りまとめ 

 

１．現行学習指導要領の成果と課題 

○ 現行の学習指導要領においては、児童生徒が「確かな学力」を身に付けられるよう、学

級やグループで話し合い発表し合うなどの言語活動や、総合的な学習の時間や各教科にお

ける探究的な学習等が重視されており、各学校において真摯な取組が行われている。 

○ ２０１２年の「ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査（ＰＩＳＡ）」（義務教育修了段階の生

徒を対象）においては、数学的リテラシー、科学的リテラシー、読解力の３分野全てにお

いて、平均点が比較可能な調査回以降、最も高くなっているという成果が見られるところ

である。 

○ 一方、算数・数学及び理科を学ぶ楽しさやこれらを学習する意義等に対する児童生徒の

意識については、諸外国と比べ肯定的な回答の割合が少なく、更に学校段階が上がること

に低下していく傾向にあり、憂慮される状況にある。 

○ 探究的な学習は、学習に対する興味・関心・意欲の向上をはじめ、知識・技能の着実な

習得や思考力・判断力・表現力等の育成に有効であると考えられ、高等学校の数学及び理

科の分野における探究的な学習を中核に据えた科目として、「数学活用」及び「理科課題

研究」が設定されているが、大学入学者選抜における評価がほとんど行われないことや、

指導のノウハウが教員間に共有されていないことなどもあって、高等学校における科目の

開設率が極めて低い状況にある。 

○ このような状況の中、スーパー・サイエンス・ハイスクール（ＳＳＨ）の指定を受けて

いる高等学校（平成２８年４月時点で２００校）においては、数学・理科にわたる探究的

科目を「課題研究」などの学校設定科目として設定し重点的に取り組んでおり、指導のノ

ウハウが確立しつつあるとともに、科学技術に関する学習意欲や未知の事柄に対する興味

の向上、大学・大学院への高い進学率等の面で効果が見られている。 

○ 教育課程企画特別部会の「論点整理」においては、ＳＳＨにおける「課題研究」等の取

組の成果を踏まえつつ、このような取組を他の高等学校にも普及していく観点から、「数

理横断的なテーマに徹底的に向き合い考え抜く力を育成するため、大学入学者選抜の改革

や「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」に向けた動きも踏まえつつ、数学と理科の

知識や技能を総合的に活用して主体的な探究活動を行う新たな選択科目」の設置を検討す

ることとされたところである。 

○ 本特別チームにおいては、教育課程企画特別部会の「論点整理」を受けて、数学・理科

にわたる探究的科目の在り方について検討し、以下のように取りまとめたものである。 
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２．育成を目指す資質・能力、科目の構造、評価の在り方等 

（１）新科目の基本原理について 

○ 新科目の創設に当たっては、当該科目を通じてどのような資質・能力を身に付けさ

せるかという科目目標、そのための学習対象、用いる視点、学習手段などの基本原理

を明確にする必要がある。 

○ 数学・理科にわたる探究的科目については、ＳＳＨで行われている「課題研究」等

と同様、将来、学術研究を通じた知の創出をもたらすことができる人材の育成を目指

し、そのための基礎的な資質・能力を身に付けることができる科目となることが期待

されている。このため、今後の学術研究に求められる方向性を十分に踏まえたものと

することが重要である。 

○ 現在、我が国は様々な課題に直面しており、これらの解決手段としてイノベーショ

ンに大きな期待が寄せられているが、そのためには「学術研究による知の創出が基盤

であり、それが充実して初めて経済的価値ないし社会的・公共的価値を含むイノベー

ションが可能となる」1 。このような学術研究を担う研究者には、深い知的好奇心や

自発的な研究態度、自ら課題を発見したり未知のものに挑戦したりする態度が必要と

される。また、革新的な価値は、多様な学問分野の知の統合により生まれることが多

く、従来の慣習や常識にとらわれない柔軟な思考と斬新な発想によってもたらされる

ものである。 

○ このような方向性を踏まえつつ、高等学校において育成すべき資質・能力を整理し

ていくことが必要であることから、本特別チームにおいては、アイディアの創発、挑

戦性、総合性や融合性等の視点を重視しつつ新科目の基本原理について検討し、以下

のとおり整理したところである。 

（新科目の基本原理） 

①  様々な事象に対して知的好奇心を持つとともに、教科・科目の枠にとらわれない

多角的、複合的な視点で事象を捉え、 

②  「数学的な見方・考え方」や「理科の見方・考え方」を豊かな発想で活用したり、

組み合わせたりしながら、 

 ③ 探究的な学習を行うことを通じて、 

 ④ 新たな価値の創造に向けて粘り強く挑戦する力の基礎を培う。 

                                            
1 科学技術・学術審議会学術分科会「学術研究の総合的な推進方策について（最終報告）」（平成 27 年 1 月 27 日）。ま

た、同報告では、学術研究が「国力の源」としての役割を果たしていくために、「独創的な探究力により新たな知の開

拓に挑戦すること（挑戦性）」、「細分化された知を俯瞰し総合的な観点から捉えること（総合性）」、「異分野の研

究者や国内外の様々な関係者との連携・協働によって、新たな学問領域を生み出すこと（融合性）」、「世界に通用す

る卓越性を獲得したり新しい研究枠組みを提唱したりして、世界に貢献すること（国際性）」が強く要請されている。 
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（２）育成を目指す資質・能力について 

  ○ 前述（１）の新科目の基本原理を踏まえつつ、新科目において育成を目指す資質・

能力について、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう

力・人間性等」の３つの柱に沿って更に詳細に検討し、資料１のとおり取りまとめ

た。 

 ○ その骨子は以下のとおりであるが、検討の過程においては、知的好奇心を常に抱

いて身の回りの事象に接することや、高等学校の段階で研究倫理に関する基礎的・

基本的な内容について学習しておくことについての重要性を指摘する意見が多く出

されたところである。 

 

（知識・技能） 

・  探究の過程全体を自ら遂行するために必要な知識・技能及び研究倫理についての

基本的な理解 

（思考力・判断力・表現力等） 

 ・  教科の枠にとらわれない、多面的・多角的、複合的な視点で事象を捉え、数学や

理科に関する課題として設定するとともに、「数学的な見方・考え方」や「理科の

見方・考え方」を豊かな発想で活用したり組み合わせたりできる力 

・  探究を通じて課題を解決するために、多様な価値観や感性を有する人々との議論

等を通じて多角的・多面的に思考するとともに、探究の過程全体を自ら遂行するこ

とができる力 

（学びに向かう力・人間性等） 

・  様々な事象に対して知的好奇心をもって数学的な見方や理科の見方で捉えようと

したり、新たな価値の創造に向けて積極的に挑戦したりしようとする態度 

・  数学や理科に関する課題や事象に徹底的に向き合い考え抜いて行動する態度 

・  適宜見通しを立てたり、学習内容を振り返ったりするとともに、新たな疑問を抱

き、果敢に挑戦し次につなげようとする態度 

 

（３）資質・能力を育成するための学習内容、学習過程、科目構造等の在り方について 

○ 前述（２）に掲げる資質・能力を育成していくためには、新科目における学習内容、

学習過程、科目構造等を適切に設定することが求められる。 
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○ これらの内容について、ＳＳＨにおける実践の状況等も踏まえつつ検討した結果、

新科目においては、生徒が探究の過程全体（資料２を参照）を自ら遂行できるように

なることを目指し、その基礎を学ぶ段階（「理数探究基礎（仮称）」）と、それを活

用しつつ実際に探究を進める段階（「理数探究（仮称）」）の２段階で構成（資料３

を参照）することが適当であるとの結論に達したところである。 

 

（基礎を学ぶ段階） 

○ まず「基礎を学ぶ段階」では、探究の過程全体を自ら遂行するための進め方等に関

する基礎的な知識・技能、新たな価値の創造に向けて挑戦することについての意義の

理解、主体的に探究に取り組む態度等を育成することが重要である。 

○ このため、現在や過去の研究者の研究に対する姿勢や考え方、発想法、テーマにた

どり着いた経緯、新たな知見を得るまでの研究過程（試行錯誤等）、新たな知見の成

果（世の中に与えた影響等）などを紹介することを通して、探究に対する視点の持ち

方や探究する意義等について理解を促すことが必要である。 

○ また、探究の進め方に関する基本的な知識・技能と併せて、研究の信頼性を担保す

るとともに研究成果を後世に信頼性を保って受け継ぐための合理的手法としての研究

倫理についても、基本的な知識として学習しておくことが、次の「探究を進める段階」

で実際に探究を行っていく上で重要である。 

○ これらの指導に当たっては、教科書等の適切な教材を用いた教員による指導のもと、

探究の過程を体験することを通じて、探究の手法や流れについて理解できるようにす

ることが重要である。 

 

（探究を進める段階） 

○ 「探究を進める段階」においては、基礎で身に付けた資質・能力を活用して探究の

過程全体を自ら遂行し、結果を取りまとめ、発表するものとする。その際、探究の成

果としての新たな知見の有無や価値よりむしろ、探究の過程における生徒の思考や態

度を重視し、主体的に探究の過程全体をやり遂げることに指導の重点を置くべきであ

る。 

○ このため、生徒（又は生徒グループ）に主体的に探究のテーマ・課題を設定させる

ものとし、教員は例を示したり示唆を与えたりする程度とすることが適当である。ま

た、テーマ・課題については数学、理科に関するものに限定する必要はなく、他の教

科に関するものや学際的な領域、現実社会における事象など幅広い分野から選択する

ことを可能とするが、用いる手法については数学、理科に係るものとする。 
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○ その際、課題とそれを解決するための手法は教科・科目の枠を超えた様々な組み合

わせがあり得ることや、数学や理科で既に学習した手法にとどまらず新たに手法を学

びつつ進める場合があり得ることに留意しつつ、生徒の柔軟な発想を活かすよう指導

することが必要であり、例えば、物理的な課題に高校レベルでは通常用いない数学の

手法を活用してアプローチするようなことも考えられる。 

○ また、先行研究の調査については、過重な負担とならないよう高校生が調査可能な

範囲（図書館、インターネット等）で行うものとし、その意義を理解させることを目

的とすべきである。その際、情報の信頼性について吟味することについても指導する

ことが求められる。 

○ 探究の過程の中で、生徒同士で互いの探究の内容等について報告、議論する場を設

け、自らの探究の在り方について振り返ったり、自分とは異なる発想やアプローチの

仕方に気付いたりする機会を設けることが重要である。 

○ 探究の成果については、観察・実験などの結果やその分析、結論を記述するだけで

なく、生徒自身が課題を解決する過程等をまとめた報告書を作成し、発表会等の場で

報告させるようにすべきである。 

 

（その他、指導に当たって留意すべき点） 

○ 常に知的好奇心を持って様々な視点から自然事象や社会事象を観察し、その中で得

た様々な気付きから疑問を形成させるようにすることが必要である。 

○ 探究の課題の設定に当たっては、生徒の主体性を尊重しつつ、数学や理科における

手法により探究が可能な課題となるよう適切な示唆を与えることが必要である。その

際、生徒が既に身に付けている手法を前提に、これを適用できる課題を探すような順

序とならないよう留意しつつ指導することが求められる。 

○ 「探究を進める段階」においては、４～５名程度のグループで探究を行うことが一

般的であると考えられるが、各学校や生徒の状況等によっては、生徒が一人で探究を

行う場合も有り得ると思われる。その場合においては、他者との協働を通じて新たな

発想を得る経験等が得られるよう、他の生徒や助言者等との意見交換や議論する場を

積極的に設けることなどに配慮することが必要である。 

○ 探究の過程においては、一つの手法や考え方に拘泥するのではなく、見通しと振り

返りを繰り返しつつ、様々な視点から解決しようと考える姿勢を身に付けさせるよう

促すことが重要である。また、探究の過程を通じて、生徒が新たな疑問や課題を見い

だしたり知的好奇心が更に高まることが重要であり、試行錯誤する時間や振り返る時

間が十分に取れるよう、じっくりと探究に取り組ませることが求められる。 
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○ 数学及び理科の教員を中心に学校全体としての指導体制を構築するとともに、大学

や研究機関、企業等の協力を得て、生徒や教員が、探究の進め方や内容等に関して助

言等を受けることができる環境を構築することが望ましい。 

○ 報告書の作成に当たっては、探究の目的、仮説、方法、結果、分析、結論、参考文

献等の必要事項を含むよう指導するとともに、作成を通じて思考力・判断力・表現力

等の育成が図られるようにすることが必要である。 

 

（４）高等学校における評価の観点について 

○ 新科目の評価については、目標に準拠した評価を図る観点から、前述（２）に掲げ

た資質・能力の三つの柱に沿って観点を設定することが適当であり、資料４のとおり

考え方を整理したところである。実際に評価を行う際においては、これらの観点を踏

まえつつ、以下の点に留意することが必要である。 

○ 「理数探究（仮称）」の評価に当たっては、探究の成果における新たな知見の有無

や価値よりも、探究の過程において前述（２）に掲げた資質・能力をどの程度身に付

けることができたかや、探究の過程全体を俯瞰
ふ か ん

的に捉え、自らがどの位置にいるか、

どこで間違ったのかなどが説明できるようになっているかという点を重視すべきであ

る。 

○ 探究の過程における観察・実験の内容やその中で生じた疑問、それに対する自らの

思考の過程などを「探究ノート」等に記録させ、自己の成長の過程を認識できるよう

にするとともに、評価の場面でも用いることが重要である。その際、「知識・技能」

や「思考力・判断力・表現力等」のほか、倫理的な態度等の「主体的に学習に取り組

む態度」についても見取るよう留意することが求められる。 

○ 「探究ノート」等を通じて生徒の独創的な思考や探究の過程における態度を評価す

るほか、報告書や発表の内容、発表会における生徒による相互評価や自己評価を取り

入れるなど、多様な評価方法を用いるとともに、複数の教員による複合的な視点で評

価することが必要である。 

 

（５）科目の位置付け、単位数等について 

○ 現在、数学と理科にまたがる内容の教科としては「理数」が設定されているところ

である。このため、「数学・理科にわたる探究的科目」である新科目については、教

科「理数」に位置付けた上で、「主として専門学科において開設される科目」ではな

く、「各学科に共通する科目」の選択科目として設定することが適当である。 
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○ 名称については、教科「理数」の科目であること、「数理」は通常数学を意味する

用語であること、結果よりも探究の過程を重視する科目であることから、「理数」及

び「探究」の用語を用いたものとすることが適当と考えられる。 

○ 科目構成については、各学校における柔軟なカリキュラム編成が可能となるよう、

基礎を学ぶ段階と探究を進める段階を分割し、「理数探究基礎（仮称）」（１単位程

度）及び「理数探究（仮称）」（２～５単位程度）の２科目（いずれも選択履修科目）

で構成することとすることが適当である。「理数探究（仮称）」の履修に際しては、

「理数探究基礎（仮称）」の履修を前提とするが、「理数探究基礎（仮称）」の学習

内容を「総合的な学習の時間」や他の教科・科目で十分に習得していると判断される

場合には、「理数探究（仮称）」のみの履修を認めることも考えられる。 

○ なお、現在、主として専門学科において開設される教科である「農業」、「工業」、

「商業」、「水産」、「家庭」もしくは「情報」の各教科に属する「課題研究」、「看

護臨地実習」又は「介護総合演習」の履修をもって、「総合的な学習の時間」の履修

と同様の成果が期待できる場合においては、これらの科目の履修をもって「総合的な

学習の時間」の履修の一部又は全部に替えることができることとなっているが、「理

数探究基礎（仮称）」及び「理数探究（仮称）」についても同様の取扱いが可能とな

るよう措置されることが望まれる。 

○ また、「理数探究（仮称）」は、現行の数学科における「数学活用」、理科におけ

る「理科課題研究」及び共通教科「理数」における「課題研究」の内容を踏まえ、発

展的に新設されるものであることから、共通教科「理数」における「課題研究」につ

いては廃止するものとする2。 

 

３．理数探究（仮称）及び理数探究基礎（仮称）の質を高め、普及させるための方策に

ついて 

（１）実施に必要な体制の整備について 

○ 新科目の実施に当たっては、数学及び理科の教員を中心に全校的な指導体制を整えるこ

とが必要である。特に「理数探究（仮称）」の指導に当たっては、１クラスの生徒に対し

て複数の教員が協働して指導に当たることが不可欠である。 

○ 探究の進め方等に関する基礎的な知識・技能、新たな価値の創造に向けて挑戦すること

についての意義の理解、研究倫理に関する基本的な理解など、２．（３）で述べた「理数

探究基礎（仮称）」における学習内容を適切に指導できるよう、教科書等適切な教材が作

成されることが求められる。その際、数学及び理科の各科目（物理、化学、生物、地学）

                                            
2 理数探究（仮称）等が創設されることに伴い、「数学活用」及び「理科課題研究」においても、それぞれ算数・数学ワ

ーキンググループ、理科ワーキンググループにおける審議の取りまとめ（案）において廃止することとされている。 
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それぞれにつながりがあることやそれらが有機的に組み合わることによって理解が深ま

ったり、新たな発想が生まれたりする場合があることが理解できるよう、適切な事例を紹

介することが望まれる。 

○ 新科目の指導のノウハウについては、ＳＳＨ等における実践を通じて好事例が蓄積され

ていることから、これを全国で共有化できるよう国等において指導事例集の作成等、事例

の収集・紹介を行うことが必要である。 

○ 新科目を指導する教員に、教員研修等を通じて必要な指導方法等を修得させることが必

要である。その際、ＳＳＨにおける知見を十分に活用することが重要である。また、教員

養成段階においては、今回の改訂では新科目に限らず教育課程全体を通じて探究的な学習

が一層重視される方向性であることも踏まえ、探究的な学習を実施するための指導力の育

成に向けた取組の充実が求められる。さらに、教員採用において、理学や工学、農学等の

博士号を有する者など大学で自然科学に関する研究を行った経験を有する者を積極的に

採用することや、これらの大学院に在籍する学生等を講師や補助者として活用することも

有効と考えられる。 

○ 新科目を実施する学校においては、観察・実験を行うための施設・設備や、調査やデー

タ分析を行うためのＩＣＴ環境の整備等の条件整備が適切になされる必要がある。また、

生徒が探究を行うために必要な物品等（書籍、試料、実験器具等）の購入に関する経費を

用意することも必要である。 

○ 生徒が探究を進めるに当たって、可能な限り大学や研究機関、企業等から助言が得られ

るような体制を設けることが望ましい。その際、各学校が個別に大学等と連携を構築する

方法のみならず、例えば、地域ごとに各学校や教育委員会、大学、企業等が円滑に連携を

行うための協議の場を設けるような取り組みも考えられる。また、近隣に適当な大学等が

所在しない場合でも遠隔での支援が得られるような仕組みづくりについても、国等におい

て検討すべきである。 

○ 大学においても、特定の教員に負担が集中しないようにする等の観点から、組織的な協

力体制を構築することが期待されるとともに、このような連携の取組みが、自大学への入

学志願者に求める資質・能力について改めて見直すきっかけにもなるものと考えられる。 

 

（２）成果の評価、顕彰の仕組み 

○ 探究において優秀な成果をあげたものについては、校外で発表する機会を設けたり、顕

彰する仕組みを設けたりすることについて検討すべきである。また、全校的に優れた実施

体制を構築し、生徒の学習意欲や学力等の向上が図られている学校についてグッド・プラ

クティスとして表彰するような仕組みについても検討すべきである。 

○ 新科目において育成される資質・能力については、大学における学びに必要とされる資

質・能力（未知の問題に積極的に立ち向かい、冷静に分析し対処していく能力や多面的な
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視点から考察し、総合的な判断を下す力など）3 と共通するものであり、また、現在検討

されている高大接続システム改革の方向性にも合致するものである。このため、今後導入

予定の「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」において、「理数探究（仮称）」及び

「理数探究基礎（仮称）」の学習成果が適切に評価4 されるとともに、個別大学における

大学入学者選抜においても十分に評価されることが期待される。その際、思考力・判断力・

表現力や学びに向かう力等が十分に評価されるものとなることが求められる。 

                                            
3  日本学術会議「大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上の参照基準」数理科学分野、生物学分野、地球惑星

科学分野 
4 「高大接続システム改革会議「最終報告」」（平成 28 年 3 月 31 日）においては、「中央教育審議会で次期学習指導要

領での導入が検討されている「数学と理科の知識や技能を総合的に活用して主体的な探究活動を行う新たな選択科目」

（「数理探究（仮称）」）に対応する科目を出題する。その際、「数理探究（仮称）」については、失敗を繰り返し試

行錯誤しながら探究を深めていく科目であること、探究の成果については、成果物の学術研究としての質の高さではな

く、高等学校教育における学習としての質の高さが求められること、高度な知識の習得を求めるのではなく、新たな価

値の創造に向かって探究していく基盤的な能力を育む科目であることなど、中央教育審議会において議論されている科

目の在り方を踏まえて、内容を検討する。」とされている。 



知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

●探究の過程全体を自ら遂行するため
の知識・技能

例：研究テーマの設定方法

先行研究の調査方法

研究計画の立案方法

研究の進め方

データの処理、分析

研究成果のまとめ方

研究成果の発表方法

についての知識・技能

●既に有している知識・技能の活用及
び個別の探究を通じて得られるそれぞ
れの内容に関する知識や探究に関する
技能

●探究を通して新しい知見を得る意義
（教科・科目の枠にとらわれずに多角
的・多面的、複合的な視点で事象を捉
えることの重要性を含む）についての
理解

●研究倫理（生命倫理等を含む。)につ
いての基本的な理解

●教科・科目の枠にとらわれない多角
的・多面的、複合的な視点で事象を
捉え、数学や理科に関する課題とし
て設定することができる力

●数学的な見方・考え方や理科の見方
・考え方を豊かな発想で活用したり
組み合わせたりできる力

●多様な価値観や感性を有する人々と
の議論等を積極的に行い、それを基
に多角的・多面的に思考する力

●探究を通して課題解決を実現するた
めの能力

例：観察・実験デザイン力

構想力

実証的に考察する力

論理的に考察する力

分析的に考察する力

統合的に考察する力

文章にまとめる力

発表・表現力

●様々な事象に対して知的好奇心を
もって数学的な見方や理科の見方で
捉えようとする態度

●数学や理科に関する課題や事象に徹
底的に向き合い、考え抜いて行動す
る態度

●探究の過程において、適宜見通しを
立てたり、学習内容を振り返ったり
するとともに、新たな疑問を抱き、
次につなげようとする態度

●新たな価値の創造に向けて積極的に
挑戦しようとする態度

●主体的・自律的に探究を行っていく
ために必要な、研究に対する倫理的な
態度

資料１：高等学校の数学・理科にわたる探究的科目において
育成を目指す資質・能力の整理



理科の
見方・考え方

数学的な見
方・考え方

発想の拡大、思考の深化

「数学的な見方・考え方」や「理科
の見方・考え方」を豊かな発想で
活用したり、組み合わせたりする。

様々な事象を知的好奇心を持って観察する

多角的・多面的、複合的な視点で事象をとらえ問題を見出す

数学や理科に関する課題として設定（課題化）

情報収集と分類

課題解決の過程
仮説の設定→検証計画の立案→観察・実験→結果の処理

分析・考察・推論

表現・伝達（報告書作成、発表等）

振
り
返
り

見
通
し

次
の
課
題
の
発
見
、
次
の
探
究
の
過
程
へ

資料２：高等学校の数学・理科にわたる探究的科目
の学習過程（探究の過程）のイメージ



資料３：高等学校の数学・理科にわたる探究的科目の教育のイメージ

• 基礎で身に付けた資質・能力を活用して自ら課題を
設定し、探究の過程全体を行う。

• それぞれの課題に応じた探究を行うために必要な
個別の知識や技能を主体的に身に付けさせ、より深
い探究を志向させる。

• 探究に当たっては、質を高めるため大学・企業等の
外部機関を積極的に活用する。

• 実験や分析自体の成否より、試行錯誤し、失敗のリ
スクも引き受けながら主体的にやり遂げる過程を重
視する。

• 探究の過程全体を自ら遂行するために基礎となる
資質・能力をあらかじめ身に付けておくことが必要。

• 新たな価値の創造に向けて挑戦することの意義等
について理解を深めさせることで、主体的に探究に
取り組む態度を身に付けさせることが必要。

• 研究倫理等についての基本的な理解を身に付けさ
せることが必要。

基礎の習得段階

探究の手法に
ついて学ぶ

研究倫理についての
基本的な理解のため

の学習

教員の指導のもと、実
験・観察の進め方や分
析の手法を考え、選択
した課題等の探究を
実施する

校
内
等
で
成
果
を
発
表
す
る

基礎で学んだ
ことを用いて、
自ら課題を設
定し、探究の
過程全体を実
施する。

校内・校外
において探
究の成果を
発表する。

大学・企業等
からの支援

探究を深める段階

学習過程の例

実施段階

基礎段階

「理数探究
（仮称）」

「理数探究基礎
（仮称）」

※以下の２科目で構成



 
 

資料４：高等学校の数学・理科にわたる探究的科目 
における評価の観点のイメージ 

 

観点（例） 
※具体的な観点の書きぶりは、 

各教科等の特質を踏まえて検討 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

各観点の趣旨の 

イメージ（例） 

 

※具体的な記述については、 

各教科等の特質を踏まえて検討 

 

探究の過程全体を自ら遂行するた

めの知識及び技能を身に付けると

ともに，探究の意義や研究倫理に

ついて基本的な理解を有してい

る。 

 

 

・多角的・多面的，複合的な視点で事

象を捉え，数学や理科に関する課題

として設定するとともに、数学的な見

方・考え方や理科の見方・考え方を豊

かな発想で活用したり組み合わせた

りことができる。 

・探究を通じて課題を解決するため

に、多様な価値観や感性を有する

人々との議論等を通じて多角的・多面

的に思考するとともに、探究の過程全

体を自ら遂行することができる。 

 

・様々な事象に対して知的好奇心を

もって数学的な見方や理科の見方

で捉えようとしたり，新たな価値の創

造に向けて積極的に挑戦したりしよ

うとする。 

・数学や理科に関する課題や事象に

徹底的に向き合い考え抜こうとす

る。 

・適宜見通しを立てたり、学習内容を

振り返ったりするとともに、新たな疑

問を抱き、次につなげようとする。 

 


